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要旨 
 図画工作および美術授業の鑑賞において、「我が国や諸外国の親しみのある美術作品」の
鑑賞に関しては、これまでの作品写真の掲示やスライド投影によるものから、ＩＣＴ教材
に移行する時期にある。そこで、マイクロソフト社のＰＣソフトとして、様々な場面で使
用されているパワーポイントを使用した鑑賞教材を研究し、教育現場で有効に活用できる
教材を提案する。 
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１ はじめに 
文部科学省委託事業による調査研究では、これまでの研究結果などから教科指導におけ
るＩＣＴ活用によって、「関心・意欲・態度」の観点において教育効果があることが、明
らかになっている。１）しかし単に授業でＩＣＴを活用することで、教育効果が期待できる
ものではなく，教師がいかにＩＣＴを活用し、効果的に授業が進められるかが、重要にな
ってくる。 
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平成 32 年 4 月 1 日施行の小学校学習指導要領 第７節 図画工作 第３ 指導計画の作成
と内容の取扱いの(10)では、「 コンピュータ、カメラなどの情報機器を利用することにつ
いては、表現や鑑賞の活動で使う用具の一つとして扱うとともに、必要性を十分に検討し
て利用すること。」２）とある。このことからＩＣＴを活用する上での創意工夫などが教育
効果に大きく関わっていると考えられるのである。つまり，ＩＣＴそのものが児童生徒の
学力を向上させるのではなく，ＩＣＴ活用が教師の授業技術に組み込まれることによって
児童生徒の学力向上につなげることができるのである。 
 図画工作および美術授業での教員による ICT 活用は、鑑賞の分野や課題導入時における
作品制作例の提示など多くの活用例があり、ICTの使用による効果的な教材開発の可能性が
期待できる。本論では図画工作、美術授業での鑑賞の授業における児童生徒が興味関心を
示すことができる教材の在り方を研究し、新たな教材を開発していく一例を示し、具体的
な教材の解説と指導法を提案したい（教材の作成には、マイクロソフト社 Officeソフトを
使用するが、パソコンソフトとして一般的に使用するものであり、ほとんどの教育機関で
使用することができる）。 
 
２．鑑賞授業について 
小学校学習指導要領 第７節図画工作 第３ 指導計画の作成と内容の取扱い ２ 第２の
内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。(8) 各学年の「Ｂ鑑賞」の指
導に当たっては，児童や学校の実態に応じて，地域の美術館などを利用したり，連携を図
ったりすること。３）とあるが、近くに美術館等がある恵まれた環境の小中学校の割合は少
なく、〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 鑑 賞 (1)にある内容の「我が国や諸外国の親しみの
ある美術作品」４）の鑑賞をするためには、作品写真の掲示やスライド等に頼ることが多い。 
筆者は、2016年 12月に栃木県鹿沼市立粟野中学校において、校内に筆者が制作した彫刻
作品を 12点展示し、その会場で、鑑賞の授業をおこなった。まず、生徒は、展示会場すべ
ての作品の鑑賞をする。続いてそれぞれの生徒が、自分の興味を持った作品の周りに集ま
り、その作品についての感想と作者に聞いてみたいことをまとめる。それから 1 点ずつ作
者と生徒が質問形式の鑑賞授業を進めていく形式である。この方式は、鑑賞授業として非
常に効果があり、直接作者の制作の過程や制作意図を質問できるため、作品について深く
掘り下げて理解することができる。生徒との対話の中で、作品の内面を伝えることができ
る授業となったが、直後の鹿沼市内の美術教員との研究会の席では、「理想的な鑑賞の授業
だと感じたが、どこの中学校でも実現できるわけではないので、一般的な授業に取り入れ
ることは難しい」という意見が多かった。学習指導要領の鑑賞では、様々な「我が国や諸
外国の親しみのある美術作品」の鑑賞があるが、恵まれた環境は稀で、ほとんどの場合、
実物の作品を鑑賞することは難しいことを裏付ける形にもなった。そこで、児童生徒が親
しみのある作家や作品を鑑賞するためにＩＣＴを活用し、身近な PCソフトを使用した鑑賞
教材を研究し提案したいと考え研究を行った。 
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３．パワーポイントを使用した鑑賞の教材の提案 
 現在、小学校の ICT 機材は、パソコン、プロジェクター、タブレット等が主で、電子黒
板など高価な ICT 機材は、すべての小学校に設置されているわけではない。そこで、現行
の設備で使用が可能な教材を研究する必要があり、パソコンでプレゼンテーションソフト
のパワーポイントを使用し教材制作を試みた。 
 
４．パワーポイントの機能でできる鑑賞の技法 
これまでの鑑賞に使用していた、ポジ
フィルムのスライドをスライド映写機
で投影するものと比較してどのような
メリットがあるかを中心に取り上げ解
説したい。パワーポイントは、画面上に
作品写真と文章を掲載することができ
るため、画像と解説文を同時に投影する
ことにより、児童生徒は作品の内容を理
解しやすくなる。このことは、教員にと
ってもメリットがあり、作品解説のタイ
ミングや詳細な内容を記憶しておく必
要がなくなり、スムーズに授業を進める
ことができる。本論では、レオナルド・ダ・ヴィンチ作品の例を挙げて解説する。 
 
① 比較による作品鑑賞 
例に挙げたものは、近年話題になったアイルワースのモナ・リザとルーブル美術館所蔵
のモナ・リザを比較するための画像である。 
ダ・ヴィンチが描いた可能性があるというもう 1 枚のモナ・リザをルーブル美術館のモ
ナ・リザと比較することでモナ・リ
ザを描いた時のストーリーを交えな
がら鑑賞することができ、より深く
この作品について考えて制作の背景
や作家の人生について思いをはせる
ことが可能になる。 
このほかにも、「岩窟の聖母」は、
少しだけ違ったポーズで２点制作さ
れたものがありこれらの比較にも効
果的に作品が掲示できる。 
 
図 1 ダ・ヴィンチの作品紹介ページの例 
図２ 作品比較ページの例 
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② 作品に関する様々な説の実験 
 作品には、描いた背景や、作者
の人生を含めた様々なエピソー
ドがありその内容によって、鑑賞
作品に対する興味関心が違って
くる。例えば、ルネサンスのころ
に生きた作家とその作品が、児童
生徒にとって身近なものに感じ
ることができるのである。こうい
ったエピソードは、鑑賞の授業に
は欠かせない要素であるが、視覚
から認識できる具体的な画像が
必要になることが多くある。 
 例に挙げたのは、モナ・リザの
右半身と左半身を描く角度が異な
って見えるという説と背景が、左
右の両端でつながっているという
説を、実験してみたものである。
パワーポイントのスライドショー
画面にしない場合は、トリミング
で半分ずつに切り取った作品の左
右を手動で移動しながら解説する
ことができる。またスライドショ
ーの画面にした場合は、あらかじ
めアニメーションで移動できるよ
うにしておくとわかりやすい。 
 下の図は、ヴァザーリの作品の裏側に、ダ・ヴィンチの作品「アンギアリの戦い」が隠
れている可能性があるという説を解説したページであるが、ヴァザーリの作品の中にある
隠された暗号を拡大して掲示している。 
 ダ・ヴィンチが描いた「アンギアリの戦い」は、まだ見つかっておらず、後にルーベン
スが模写した作品からその存在が明らかになっている。ヴァザーリがこの暗号を残したこ
とで、作品の裏側に、ダ・ヴィンチの作品が存在する可能性があり、このことが研究され
ていることは、児童生徒にも興味深い内容である。「実験ページの例②」で示したものも含
めてまだ、明確な結果は出ていないが、児童生徒が、ダ・ヴィンチ作品を身近に感じるに
は、効果的な資料といえる。 
 
図３ 実験ページの例① 
図４ 実験ページの例② 
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③ 作家年表による時代背景と作品解説 
 鑑賞の授業は、作品鑑賞の比率が高いが、作者の年代別に見た作品制作やの時代背景を、
一目でわかるように年表で示すと作者の歴史を含めた人となりを児童生徒がイメージする
ことができる。特に、西洋の作家は日本の歴史と照合したり、その時代の社会の仕組みな
どを解説すると一層理解が深まる。 
 
④ 作品の大きさ比較 
美術館で、実際の絵画を見ると、思ったより作品が大きいと感じたり小さいと感じたり
するのは、多くの鑑賞者が経験している。これは、1点 1点の作品の大きさを別々に認識し
ているためで、相互の大きさを比較して鑑賞することで効果的に、その作品の大きさのイ
メージができるようになる。図６に示した例は、ダ・ヴィンチの鑑賞教材に使用した作品
の一部を、画面上に大きさの比率を考慮して並べたものであるが、ほぼ等身大のモナ・リ
ザの大きさと比較すると同じ作家の他の作品の大きさがイメージできるようになる。また
170センチの大人がどのくらいの大きさなのかを画面に置いておくとより効果的である。 
 
図５ 年表ページの例 
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５おわりに 
ICT機材による鑑賞の授業は、これまでのスライド映写機による作品提示や作品写真のプ
リントによる表示に対して、作品に関しての特徴や大きさの比較、表現のディテールの解
説など様々な方向から効率的に作品鑑賞が可能となるため、児童生徒の関心と理解度が向
上し、興味をもって授業に臨むことが期待できる。また、教材の条件として、様々な環境
の下でも、同じように活用できることが必要になるが、一般家庭や教育機関でも使用して
いるマイクロソフト社 Office ソフトの PowerPoint を使用することで、それを可能にでき
たことも大きな要素である。 
様々な地域において格差の無い内容の授業が受けられるようにするために、身近な PCソ
フトを使用して作る ICT 教材は、これからの図画工作授業および美術授業に於いて不可欠
なものになってくる。今後は、「我が国や諸外国の親しみのある美術作品」に該当する作家
の作品鑑賞教材の研究とともに教育の現場で有効に活用できる ICT を使用した図画工作教
材を研究していきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ 作品の大きさ比較ページの例 
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Abstract 
  Proposal for Appreciation Teaching Materials by ICT: 
- Appreciation Class with PowerPoint - 
Masanao Honda 
Viewing “familiar artworks of our country and foreign countries” for art-appreciation in 
drawing and art classes is in a stage of transition towards ICT through the posting of 
art-work photographs and slide projections for teaching materials. In this paper I have 
made some proposals for the use of Microsoft PowerPoint in various situations as an 
effective way to deliver teaching materials at each educational site. 
